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中期更新世気候変換期における汎世界的海水準変動：

日本の浅海堆積物記録からの新たな証拠

北杵詰樹静岡大学・理卜川越　健（熊谷組，現在，財団鉄道総

合技術研究戸邦

本論の内容の一部は，Qua鹿maヴ鎚由皿Oe馳dewのOnl加血l血

一個u血血Sea・kvelchan騨如tbmid・P】eisb恍nedhはbhansitbn：

Neweddemα釦mtbeJ叩an8肋・m血e8edimemt血一でも読

むことができる．

氷耕一間氷期サイクルの卓也周期は，1．伊0．9加bに4．1万年から10万

年に変化し，これを中期更新世の変換仇脚という－　この変化は日射量変

動と対応しないので，そのメカニズムは未解明である，これ

を解明するためには，同期間の正確な氷床量の変化を知る必

要がある．酸素同位体比は地域的な気候変動の影響も受ける

ので．氷床量の直接的な指標にはならない．そこで，大桑層

の地質記録から，汎世界的な海水準変動を明らかにして，そ

れから氷床量の変化を調べた．

石川県金沢市大桑町の犀川河床には中期更新世の海成層の

大桑届から露出する．同層上部は北村（1994，地質学雑誌，

1恥．463・476）によってシーケンス屑序区分がなされていた

が．堆積シーケンスと微化石届序との間に矛盾があった．現

在，犀川では大規模なトンネルおよび架橋工事を行なってお

り．それに伴う新たな露頭とボーリングコア試料が得られ，

それから，上記の不一致が解消された，すなわち，大桑層上

部は5つの堆積シーケンスの累重からなり，最下位の堆積シ

ーケンスの基底はハラミヨサブクローンの上限の直下にあり，最上位の堆

積シーケンスはブリュンヌーマツヤマ境界の下位にある．生層序学の拘束

によって，下位の3つの堆積シーケンスが海洋酸素同位体ステージの28・26．

26・24，24・22に対比されるという解釈が導かれた．さらに，我々は，堆陪

相，貝化石の解析，確積盆の沈降と堆積速度から汎世界的海水準曲線を復

元した．その曲線は，1（刀万年前から淡）万年前までの間に平均海水準が

低下し，同位体ステージ22－1司位体ステージ28から22の間で酸素同位

体が最も重くなったステージーで最低になったことを示す．平均海水準の

低下量は20－30mである．この独立的な海水準記録は酸素同位体記録から

推定された中期更新世気候変換期における氷床の急速長と同位体ステージ

盟における最大化を裏付ける．また，上位2つの堆積シーケンスは同位体

ステージ21において歳羞運動が氷床量の変動に寄与したことを意味する．
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